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Ⅰ．はじめに 

 

この安全管理マニュアルは、受入家庭の皆さんが、ホームステイの受入の時に、受入の流

れや受入中に守ってほしいこと、気を付けてほしいことをまとめたマニュアルです。受入

の時は、本マニュアルの事項を遵守していただき、安全で、満足度の高いホームステイ、

体験活動になるように心がけてください。また、不測の事態や事故などが発生した場合は、

事務局にすぐに連絡をしていただき、対応してください。 

 受入家庭の皆様にとって、また、ホームステイをする子どもたちにとって、お互いによ

りよい時間を過ごせるように、おもてなしの心や初心を忘れずに、普段の生活を来る子ど

もたちに体験させ、心のふれあいをできるように受入を行ってください。子どもたちは、

受入家庭の皆さんとのふれあい、また、体験を楽しみにしています。 
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Ⅱ．受入の流れについて 

（１） 受入前の流れ 

安全管理（リスクマネジメント）において、子どもたちを受け入れる前の準備や確認は大

切です。「いつも通り」であっても、毎回、初心を忘れず、確認を怠らないようにしましょ

う。 

 

① 事務局からの事前情報を確認 

〇事前打ち合わせ会への参加 

 ・受入の１週間前までに事前打ち合わせ会を行います。そこで、全体スケジュール、受

入れる子どもたちの情報、また、注意事項などをお渡しいたしますので、必ず出席し

てください。 

〇情報の確認、および家族内での共有 

・事務局から受入れ全体のスケジュール、

当日泊める子ども達の情報（右表；受入

個人カルテ）を貰ったら、受入れる家族

全体で確認・共有をしましょう。国（地

域）・性別・年齢・人数などの基本情報は

もちろんのこと、アレルギー・健康状態・

既往症・サポートが必要なこと・生活面

の注意点などの欄をよく確認し、どのく

らい対応が必要なのか確認しましょう。

分からない点があったら必ず事務局に確

認を取ってください。 

・アレルギーについては、確認の上、対応

が難しい場合は、事務局まですぐにご相談ください。 
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・子どもたちの情報は個人情報となるので、絶対に家族以外の他人にもらしたり、紛失さ

れないようにし、受入が終わったら各自の責任のもと破棄をしてください。 

 

②受入れスケジュールの作成・確認・共有 

〇受入のスケジュール作り 

・全体のスケジュールに合わせて、家の中で

の受入スケジュール（右表参照）を組みま

しょう。体験メニューの詰め込み過ぎもよ

くありません。1体験 2～3時間を目安に、

無理のないスケジュールを組みましょう。 

〇スケジュールの共有 

・組んだスケジュールは家族内で共有し、事

務局にも伝えておきましょう。また、でき

る限り自宅、および、自宅周辺でできるこ

とを入れるようにしましょう。遠出をする

と運転中の交通事故など、リスクが伴って

きます。 

 

③受入前の家の中の準備 

〇家の中の整理整頓、および清掃 

・子ども達が使う部屋の整理・掃除をしましょう。適度な生活感が出るくらいがよいです。

壊れたら困るもの、見せたくないもの、貴重品などは置かないようにしましょう。 

・トイレや浴室も掃除をしましょう。トイレなら紙の補充、浴室ならシャンプー・リンス・

石鹸・ドライヤーなどの準備をしましょう。 

・暖房器具は火事ややけどの原因ともなるので、できる限り触らせないようにしましょう。 
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〇アメニティ（タオル、歯ブラシ等）の準備 

・歯ブラシなどのアメニティも子どもたちが持ってくる予定ですが、忘れてくる子どもた

ちのために、予備を用意しましょう。タオルも使った後、濡れたまま持って帰ることに

なるので、可能であれば、受入家庭で準備いただけると良いです。 

〇家の中の安全確認 

・子どもたちは、大人の予測しない行動をとることがあります。子どもたちが触ったり、

登ったりしてけがをしてしまうところがないか確認しましょう。 

・家の中でつまずきやすいところ滑りやすいところ、壊れているところがないかも確認し

ましょう。 

・割れやすいもの、とがっているものなどもケガにつながりますので、子どもたちの手の

触れない場所に移しましょう。 

・廊下、泊まる部屋、食事場所、台所など受入時に子どもたちが使う場所には、必要なも

の以外は、できる限り置かないように心がけましょう。 

・風呂場は外部から覗かれる心配がないかどうかもチェックしてください。 

 

④体験の準備 

・スケジュールが決まったら、場所の下見、道具の確認を行いましょう。やりなれた活動、

来なれた場所、使い慣れた道具であっても、毎回確認するようにしてください。 

・周辺の受入れ家庭と共同で活動を行う場合は事務局に一度ご相談ください。（学校側には、

各家庭で活動を行うとお伝えしており、学校に事前確認を行うためです） 

〇体験場所の下見 

・活動場所の下見については、危険な場所（崩れている、草むらで蛇が出やすい、ハチの

巣があるなど）はないかどうか確認しましょう。危険な場所がある場合は、除去、整備

などを行い危険でないようにしましょう。それが無理な場合は、活動の場所、または、

活動内容の変更を行いましょう。 
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〇使用する道具の不具合の有無の確認 

・活動で使う道具も確認しましょう。破れていないか、壊れていないかどうか。また、ち

ゃんと機能を果たすかどうかを確認しましょう。特に、刃物は切れるかどうか、刃こぼ

れがないか、刃がぐらついていないかなど、確認しましょう。また、使う道具について

は、受入する子どもたちの人数分＋1～2個予備があるかどうか確認しましょう。 

〇天気予報等の確認 

・受入れ当日の天気予報を確認し、雨で実施できない可能性がある場合は代わりの体験を

考えておいてください。難しい場合は上記同様、周辺の受入れ家庭との連携を考えてみ

てください。 

 

⑤受入の最終確認 

・最後に受入前チェックリスト（右表）で、最終確認を行

い、万全の態勢で受入を行いましょう。余裕があれば、

玄関に花を飾る、ウェルカムボードを置くなど、おもて

なしの心で受入ができるようにしましょう。 

 

 

（２）入村式 

入村式は、受入家庭とそこに泊まる子どもたちと

が初め対面する出会いの場です。受入家庭の第一

印象が、その後のホームステイの雰囲気を決めて

いきますので、しっかりと望みましょう。また、

子どもたちは、どんな家庭でホームステイするの

か不安と期待で緊張していますので、笑顔と気持

ちいあいさつを忘れずに、にこやかにコミュニケーションをとりましょう。 

☆入村式の流れ（例）☆ 

 ①歓迎のあいさつ 

 ②児童・生徒代表あいさつ 

 ③受入家庭代表あいさつ 

 ④受入家庭の自己紹介 

 ⑤受入家庭と子どもたちとの対面 

 ⑥事務連絡 
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〇服装等の身だしなみ 

・身だしなみを整えましょう。普段の服装でいいのですが、作業着など汚れている服など

はやめましょう。目安としては、病院や何かの集まりに行く時のような服装です。 

〇車の中の整理 

・送迎をする車の中の整理整頓を行いましょう。受け入れる子どもと荷物が載せれるスペ

ースを確保しましょう。また、整備不良などがないかどうかも確認しましょう。 

・入村式の時間に間に合うように集合場所には余裕をもって移動しましょう。（もし遅れる

ようでしたら、事務局に連絡をしてください）また使用する車の保険も確認しましょう。 

〇子どもたちへのあいさつ、自己紹介 

・子ども達と会ったら、まずは笑顔で挨拶をしましょう。子ども達との第一声は「こんに

ちは」、もしくは方言を混ぜた挨拶でも構いません。出来るだけ日常会話に努めましょう。 

・入村式で受け入れる子どもたちと対面したとき、簡単に自己紹介しましょう。また、ど

のような家なのか簡単に説明できるといいです。 

・出発する前に全員いるかどうか、忘れ物がないかを確認し、トイレを済ませてから出発

してください。 

・車の中では、簡単に地域の紹介や日常的な会話（あまり個人情報に入り込まない程度）

をしながら、子どもたちの緊張をほぐすようにしましょう。 

 

 

（３）受入家庭に到着～受入中 

①家に着いてから 

〇始まりの会 

・家に着いたら、円滑なコミュニケーションが取れるように「始まりの会」をしてみてく

ださい。その後、トイレや浴室の説明、緊急時の避難方法などを行い、生活体験に移っ

てください。子どもたちに伝えないといけないことを事前にまとめると良いです。 
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〇家の中の場所の確認、ルール確認 

・浴室、トイレなど実際にその場所に行って使い方などの説明をしましょう。また、入っ

たらダメな部屋、触ったらダメなものなども実際にその場所で説明をしてください。 

・受け入れ中に守ってほしいこと、また、家のルールなども具体的に説明するようにしま

しょう。言葉だけでなく、書いたものを示しながら説明をするといいです。 

・時間的に余裕があれば、災害時にどこに避難をするかについても説明をするとよいです。 

･子ども達に説明する時、全員を集め、出来るだけ具体的に説明しましょう。特に危険な場

所の説明の時はなぜ危ないかまで説明をしてあげましょう。また 1回だけではなく、都度

説明をしましょう。これは体験活動中も同じです。また、体験活動中は、活動をしてもい

い範囲も示すようにして下さい。 

例：「お風呂は 1 人 15 分で入ってね。私たちも入るから」、「家の前の道は車が多いか

ら勝手に出ちゃだめだよ」「ここの部屋は入らないでね」 

・子どもたちが、困ったり、わからないことがあった時にすぐに受入家庭のご家族に言え

るように和やかな雰囲気を作りましょう。 

 

 

始まりの会 とは 

宿泊する家に来て、最初にお茶を飲みながら、時間をかけて子どもたちの声を聞きだすことを徹底し

ている地域があります。下記を参考に、子ども達とのコミュニケーションを取ってください。 

①参加者の体調確認（健康調査票は他の人に見えないように） → アレルギーも改めて確認 

②参加者に名札を渡し、名前を書いてもらう。（なくてもよいです） 

③あいさつと改めて自己紹介（自分の名札を事前に準備） 

自分の名前・漢字の読み方・ニックネーム、職業、趣味、子どもたちにどんな体験をしてほしいか

のメッセージ等を伝える。 

  ※ただし、家庭環境やその子個人の特徴的なことなど、プライバシーに入り込みすぎないように

気をつけましょう。 

④今度は参加者に自己紹介してもらう（自己紹介後は拍手） 
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②受入活動中 

〇子どもたちの人数確認 

・活動中に、子どもたちを見失わないようにしましょう。事故の多くが、大人が子どもを

見失ったときに発生しています。見失いそうな時は、集めて、人数点呼をするなどして

下さい。また、説明をするときも集めて、全員がそろってから説明してください。 

〇活動内容のレベル設定 

・今の子どもたちは、昔に比べ、器用でない子が多いです。これぐらいできるだろう、こ

れくらい分かるだろうというのが通じないことが多いので、受け入れる子どもたちにあ

ったレベルで、受入家庭の方が対応できる範囲での体験を行うようにしましょう。 

〇濡れたものの対応 

・受け入れ期間中の洗濯は不要ですが、濡れたものをそのまま持って帰らないように、干

すなどしてください。干すのも子どもたちにさせるといいです。 

〇けが等の事務局への報告 

・体調不良、けがなどがあれば、必ず、事務局に連絡してください。事務局から学校等に

報告いたします。些細な怪我でも連絡してください。 

〇保護者への連絡の禁止 

・受入家庭から子どもたちの保護者に連絡をとらないようにしましょう。子どものことで、

気になることがあれば、事務局に相談ください。 

〇事務局、先生方の見回り 

・受入中、最低 1 回は、見回りを行う予定です。4 ページに掲載したスケジュール表を参

考に、できる限り自宅にいる時間帯に巡回をします。訪問中に子どもたちの様子をお聞

きしますので、何かあればその時にお伝えください。 

〇情報管理、写真の取り扱い 

・写真などを撮影しても大丈夫ですが、写真が外部に流出しないように気を付けてくださ

い。Facebook、ホームページなどにアップするときは事前に事務局までご相談ください。 
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・個人情報保護のため、子ども達の住所、電話番号、メールアドレスなどを聞くのは極力

控えてください。また、聞く場合も無理に聞いたりしないように気を付けましょう。 

〇受入中の過ごし方、会話 

・家にいる時、体験中、食事中、様々な場面で会話をすることを心がけましょう。テレビ

やゲームをしないようにしましょう。ペットがいれば遊ばせてあげるのも良いです。 

・家の周辺の散歩や観光地の案内など地域の紹介をしましょう。 

・地域に伝わる遊びや昔ばなし、伝統文化など、地域の紹介になるようなことも有効です。 

〇子どもたちとのコミュニケーション、スキンシップ 

・個人の宗教、思想、また生活習慣や文化等の事情には関わらないようにしましょう。ま

たセクハラになるような言動は絶対に控えてください。 

・異性間（特にご主人と女の子）の身体的接触を含むコミュニケーションは絶対に控えて

ください。受入後にクレーム等になる可能性があります。 

・携帯電話、スマートフォンで他の子どもや両親と連絡を取り合わないようにしてくださ

い。活動内容が受入中に伝わると、トラブルの原因となるためです。 

〇飲酒、喫煙 

・受入中は、安全管理の点から、飲酒はしないようにして下さい。 

・喫煙についてもできる限り控えるようにして下さい。また、たばこを吸う際には、子ど

もたちの見えないところで吸うようにして下さい。 

 

 

（３）退村式、受け入れ後の流れ 

〇清掃・片づけ 

・少しでもいいので、子どもたちが、片付け、掃除ができるようにしましょう。 

・子どもたちに自分の荷物整理をさせ、忘れ物がないか確認をしましょう。子ども任せに

せず、受入家庭でも確認してください。最後に一声かけてあげるとよいです。 
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〇お土産 

・お土産は持たせないようにしてください。お土産をもらった子ともらってない子で不公

平感がでるためです。体験中に作ったもの、また、活動中の写真は持って帰ってもいい

ですが、かばんにしまって、家に帰るまで友だちに見せないように伝えてください。 

〇出発前の確認 

・退村式の時間に遅れないように早めに家を出るようにしましょう。 

・家を出る前に、トイレの確認、また、水筒などへのお茶の補充もしてください。 

・車中などで、子どもたちの感想を聞いてみましょう。 

〇退村式 

・退村式が、受入家庭から子どもたちにい

ろいろと伝える最後の場です。最後まで

いろいろな話をしましょう。 

 

・最後は、受入家庭の皆さんと子どもたち全員とが握手をしてお見送りします。握手だけ

でなく、しっかりと声をかけてあげるようにしましょう。 

・バス出発後、バスが見えなくなくなるまで、手を振ってお見送りをします。最後まで、

おもてなしのこころでお送りしましょう。 

・最後に、体調不良やけが、また、受入中のトラブル、また、気になることなどが少しで

もあれば、事務局に報告してください。どんな些細なことでも構いません。 

〇受入後のふりかえり 

・受入後はふりかえりを行います。ふりかえりの日程は別に設定を行います。ふりかえり

では「予定通り進行できたか」「どんな活動を行ったか」「受入れ中にヒヤリ・ハットは

あったか」「子ども達の感想」等です。次の受入れへの改善のため、出来るだけ参加して

詳しい内容を教えてください。 

 

☆退村式の流れ（例）☆ 

 ①あいさつ 

 ②児童・生徒代表あいさつ 

 ③受入家庭代表あいさつ 

 ④受入家庭と子どもたちのさよならタイム 

 ⑤全員での集合写真 
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Ⅲ．受入中の安全管理について 

（１）食事作りの時の安全対策について 

〇アレルギー対応 

・アレルギー表示がされる食品は、表示が義務づけられている主要 7 品目、表示が推奨さ

れている 20 品目の 27 品目があり、注意が必要です。また、アレルギーの程度には個人

差があります。食品として摂取しないだけでなく、2 次製品（原料の一部として使用さ

れている）の摂取できない人もおり、また、アレルギー源を摂取してしまったあとのア

レルギー症状の度合いも人によりそれぞれです。また、主要 7 品目（卵、ピーナッツ、

そば、乳製品、小麦、えび、かに）は特に危険です。事前の確認でアレルギーの子がい

た場合、特に注意をしてください。 

・基本的にアレルギーの原因となる食品は出さないようにしましょう。代替食を基本とし、

難しいときは除去食で対応しましょう。 

・加工食品を購入する場合、食品表示を確認し、アレルギー物質が入っていないことを確

認しましょう。 

【アレルギー表示】 

 

・医療機関で診察をしていてアレルギー症状が発生した時のために自己注射（エピペン）

を持ってくる子どももいます。詳細については、18ページを参照してください。エピペ

ンを持参している子どもは、特に重篤なアレルギー症状が出る子どもです。 

・アレルギーの子の有無に関わらず、食事は子どもたちと一緒にとって、子どものことを

 食品名 

表示義務のある 

7品目 
卵、ピーナッツ、そば、乳製品、小麦、えび、かに 

表示が推奨される 

20品目 

あわび、いか、いくら、オレンジ、キウイ、牛肉、クルミ 

サケ、サバ、大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、マツタケ、モモ、ヤマ

イモ、リンゴ、ゼラチン、カシューナッツ、ゴマ 
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注意深く見てあげてください。軽度のアレルギーの子どもの場合、自らアレルギーの食

品を食べてしまうこともあります。（アレルギー対応の食品が多数出ており、アレルギー

が入っていないと誤認して食べてしまうことが考えられます） 

〇食中毒 

・食中毒は「付けない（手洗いの徹底）、増やさない（温度管理）、やっつける（消毒）」の

三原則を基本に対策をしましょう。特に手洗いは調理者・子ども共に徹底しましょう。 

 また、ペーパータオルなどでの手拭き、および、アルコール消毒も行いましょう。 

・有毒植物（毒キノコ、毒性のある植物）による食中毒にも注意し、できる限り、自生し

ている植物は使わないでください。また、じゃがいもの芽など身近な毒性のあるものに

気を付けてください。 

・賞味期限、消費期限の切れた食品、腐敗のある野菜は出さないようにしてください。見

た目や匂いだけでは判定できない場合もありますので注意してください。 

・加熱するときはよくかき混ぜながら加熱をしてください。酸素に触れさせることで加熱

に強い菌も死滅させることが出来ます。 

・嘔吐をした場合、ノロウイルスの可能性も考慮して、次亜塩素酸ナトリウムを含んだ消

毒液（ハイターなどの塩素系漂白剤）を使って消毒処理をしてください。空気感染の可

能性もありますので、処理の時はマスクとゴム手袋を着用しましょう。 

・調理をしたら出来る限りすぐ食べるようにしてください。また、残す場合も、再提供せ

ずに、新しい料理にアレンジするか、受入家庭のみが食べるようにしましょう。 

〇共同調理時の安全管理（特に食中毒に気を付けてください） 

・事前に調理器具（まな板、皿、ふきんなど）の洗浄、場合によって次亜塩素酸ナトリウ

ム消毒、熱湯消毒をしておきましょう。 

・食品は新鮮なものを購入・使用しましょう。買ったらすぐに持ち帰り、適切な温度の冷

蔵庫（10℃以下）・冷凍庫（-15℃以下）で保管しましょう。 

・肉・魚の保管について、食材をラップなどで包むなど細菌が広がらないようして下さい。 
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・体調不良の子ども、けがをしている子どもには調理をさせないようにして下さい。 

・調理の前に、まず手洗いをしましょう。正しい手洗いの仕方を教えながら、一緒に手洗

いをすると良いです。生の食品を直で触る場合、エンボス手袋の着用がオススメです。 

・包丁は肉・魚・野菜用と分けましょう。包丁はケガもしやすいので、使わなくても出来

る作業（皮むき器による皮むき等）をするなど検討もしてください。 

・加熱調理をする時、必ず中心温が 75℃以上で 1分以上の加熱をしましょう。特に肉・魚

は生焼けが無いように注意しましょう。また、生肉用のお箸と食べる時のお箸は区別し

ましょう。 

・てんぷらなどで油を使う場合、油はねによるやけどに注意をしてください。 

・共同調理も貴重な体験です。子ども達と話しながら作りましょう。地域の農産物を使っ

たり、郷土料理を作るなど、地域らしい食事内容を心がけてください。 

・ホームステイに来る子どもたちは、お客さんではなく家族です。日常的な食事を出すよ

うにしましょう。また、から揚げやカレーなど子どもたちが好きなものではなく、子ど

もたちが普段食べないような和え物や酢の物なども出すようにしましょう。 

 

 

（2）受入家庭における体験活動中の安全対策について 

〇火器の取り扱い 

・花火を行う場合、火を扱うことを十分に意識させてください。子ども達に火元（マッチ、

ライター）を持たせない、人に向けないように指導するようにしましょう。 

・たき火など火を扱う場合は、やけどをしないように十分注意してください。また、軍手

などを着用するようにしてください。 

〇夜間の外出 

・夜の暗さに慣れていない子もいます。夜の外出の時は必ず同行して、子ども達だけで行

動させないようにしましょう。また、動物等との遭遇に十分注意してください。 
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〇交通法規の順守、ならびに、軽トラの荷台乗車の禁止 

・軽トラの荷台に子ども達を乗せないようにしてください。道路交通法違反であると同時

に、事故が起きた場合保険が適用されません。 

・交通事故に十分注意しましょう。送迎時の乗車中もそうですが、移動中や体験中の徒歩

移動、また、家の周辺での活動中での交通事故にも注意しましょう。また、交通法規は

必ず遵守しましょう。 

〇水辺での活動 

・水辺での活動（水遊び、川遊び など）はリスクを伴うため、極力しないようにしてく

ださい。また、水辺での活動を行う場合は、事務局に相談ください。 

・水辺での活動の時は、子どもたちの見失いに特に注意してください。遊べる範囲の設定、

事前の注意なども徹底してください。 

・危険な状況となった場合（天候不良、子どもたちの心身の状況変化など）には、活動を

中止しましょう。また、危険な行為を見かけたら、すぐに止めさせ、注意してください。 

〇農作業体験 

・動力付きの機械や農業用車両（トラクター、コンバインなど）は使用しないでください。 

・摘果ばさみや草刈りガマ、脚立などの手作業の農業用具は最初に使い方（やってはいけ

ない使い方も一緒に）を説明し、子ども達から目を離さないようにしてください。 

 例：はさみやカマ→他人に刃先を向けない、持ち手でない方に軍手をする など 

   脚立→不安定な場所に置かない、ちゃんと脚を開かせて使う、高いものは使わない  

・体験時は軍手や長靴、長袖・長ズボンの着用を確認してください。軍手、長靴等は持参

していないので、受入側で準備してください。服装についても予備を準備してください。 

〇熱中症への対応 

・気温が高い日（真夏日や猛暑日）の外での体験を控えましょう。体験をする場合は、こ

まめに休憩を取る、日陰で休むなど、体に熱をためないようにしましょう。また、帽子

は必ず着用するようにしてください。 
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・こまめな水分補給をさせましょう。のどの渇きを感じる前に飲むことが大切です。また、

塩分補給もしましょう。充分な水分、また、塩分源（塩分あめなど）も準備しましょう。 

・熱中症になったら涼しい場所に連れていき、脇などを冷やしながら水分補給をさせまし

ょう。意識がない場合はすぐに救急車を呼んでください。 

〇危険な動植物への対応 

・ハチの巣があるところでは活動をしないようにしましょう。（通り道にある場合も同様） 

・危険な動植物については、見かけたらすぐに子どもたちに注意喚起しましょう。 

・春や秋には、クマに遭遇しないよう、クマ鈴をつけるなどの対応をしましょう。 

〇天候判断 

・まずは天気予報を確認しましょう。その上で中止かどうかの判断をしましょう。「せっか

くだから」「ちょっとぐらい」は禁物です。 

・中止になった時の代替プログラムを準備しておきましょう。 

・雨で濡れた状態ですごさいないようにしましょう。雨の中、屋外で活動するときは、カ

ッパや傘などを使うようにしましょう。また、その予備も準備しましょう。 

〇外国人の対応 

・外国の方でも受入れの方法は同じです。笑顔で挨拶することから始めましょう。 

・身振り手振りを使う、優しい言葉を使う、ゆっくり話すことを心がけましょう。 

・事前に相手の文化や言葉を勉強しておくと良いです。生活中に少しでも言葉が通じると

楽しいです。分からない場合はスマートフォンのアプリを使うことも一つです。 

・文化、習慣の違いから、日本人の常識とは違った行動をする場合（トイレットペーパー

の紙をダストボックスに捨てるなど）があります。その場合も、日本ではこうするとい

うように優しく伝えるようにしましょう。 

・アレルギーではなく、宗教上、また、菜食主義などの理由で食べられないものがある方

もおられます。また、食べ慣れないものは食べないこともあります。食事については、

無理強いせず、柔軟に対応しましょう。 
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（３）受入中でのけが・体調不良、および、事故発生時の対応について 

〇事務局への連絡 

・緊急時以外でもけがや体調不良等が出た場合は、事務局に連絡してください。受入家庭

の方で判断しないようにして下さい。 

〇医療機関への受診 

・病院などへの受診は、学校側、保護者とも確認をしながら、行いますので、受入家庭の

方で病院へ受診をさせないようにしてください。 

〇市販薬の服用 

・体調不良を訴えてきても、市販の薬を服用させないようにしてください。また、持参し

た薬がある場合、本人の確認・同意をとりながら、服用できるようにサポートをするま

でにとどめてください。 

〇体調不良 

・体調不良の場合は、無理に活動に参加させず、水分補給をしたうえで、休息させてあげ

てください。また、必要に応じて、冷やしたり、温めたりしてください。必要に応じて、

検温を行ってください。 

〇けが 

・けがをした場合、流水で患部を洗い、止血をして、ばんそうこう等を塗布してください。

消毒液などは使わないようにしてください。 

〇やけど 

・やけどをした場合は、流水で患部を冷やしてください。冷たさで感覚がなくなるまで冷

やしてください。また、水ぶくれができた場合は、つぶさないようにしてください。 

〇救急セットの準備 

・もしもの時のため、救急セットを準備ください。（ばんそうこう、洗浄綿、   

ガーゼ、サーディカルテープ、使い捨て手袋、湿布、コールドスプレー、ウ

エットティッシュなど） 
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〇事故発生時の対応について 

・事故が発生した場合は、すぐに、事務局に連絡し

てください。事務局が現場に急行し、必要な対応

を行います。ただし、緊急を要する場合は、事務

局に連絡をする前に、救急車の手配をして下さい。 

・事故に巻き込まれていない子どもたちのフォロー

をするようにしてください。子どもたちも動揺し

ています。 

・緊急時は、１９ページに記載の緊急連絡体制にて

緊急時連絡体制にて対応を行います。 

・応急処置終了後に、事故報告書（右記）を事務局

まで提出して下さい。 

【参考】 

○エピペン 

・エピペンはアレルギー症状によって起こるアナフィラキシ

ー・ショックを軽減・遅らせるための注射薬で、病院で処

方されます。持っている子がいたら、特に注意が必要です。 

・エピペンのポイントは①おかしいなと思ったらすぐに打つ②病院ですぐに診察の 2 点で

す。出来る限り早い対応が必要ですが、基本的には、自分自身、もしくは先生が打ちま

すが、緊急の場合は受入れ家庭の方が打つ可能性もあります。 

〇AED 

・AED は心臓に電気ショックを与えて心臓の動きを正常に戻すための医療機器です。現在

は誰でも使うことができ、多くの施設に設置されています。設置場所・使い方を確認す

るとともに、心肺蘇生法についても消防署等で習得しておきましょう。また、AED のし

ようと同時に、救急車の手配も行い、AEDも外さずに救急隊員に渡しましょう。 
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緊急連絡体制 
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（４） 受入中の災害発生時の対応について 

災害等発生時に第一優先なのは参加者・指導者の安全確保です。全員が安全に避難でき

るように、事前の確認からもしもの対応まで確認してください。また、災害発生時は、災

害伝言板を活用して安否確認を行います。 

〇事前の確認 

・体験場所の近くの避難所を確認する。避難ルートは実際に歩いて確認しましょう。 

・体験指導者の持ち物を確認する。情報がすぐ取れるように携帯電話は必ず携帯。 

※上記を受入れ前のミーティング等で確認してください。 

※ハザードマップも見ながら確認をしてください。 

〇地震 

・まずは頭を守る。机の下に避難をしてください。 

・揺れが収まるまで(約１分間)その場を動かないでください。 

・(屋内)すぐに外に出ず、窓や扉を開けて出口を確保しておきましょう。 

・火があれば消火活動をしましょう。 

・揺れが収まったら、全員の身の安全を確認して避難をしてください。  

→ ガラスの破片に注意して近くの避難所に避難してください。 

ラジオなどで常に情報を入手してください。 

〇津波 

津波の恐れがあるときは、避難場所にこだわらず高台へ避難してください。 

〇洪水 

地震の時と同様、安全を確保した上、洪水発生時の避難場所に速やかに避難して下さい。

ただし、避難が危ないときは、自宅の 2階などで待機してください。
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＜食品関連事業者の皆様へ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノロウイルス食中毒を予防するために 
 

 １ 正しい手洗いの徹底 

   トイレの後、調理前、下処理から次の作業に移るときなどには、正しい手洗い

を実施しましょう 

症状が出ていないがノロウイルスに感染している（不顕性感染）従事者によっ

て発生する食中毒が多くなっています。症状が出ていなくても、ノロウイルス

に感染しているかもしれないとの自覚を持って手洗いを徹底し、調理にも細心

の注意をはらいましょう。 

 ２ 従事者の健康管理  

    下痢・嘔吐・発熱がないことなど確認しましょう。 

    下痢や嘔吐が治まっても、1 週間から 1 か月程度はウイルスが排泄されるこ

とがあります。調理に直接従事することは控えましょう。 

３ 加熱調理済み食品の取扱い 

    素手で触らないこと。 

    加熱済み食品とその他の食品の調理器具との区別を徹底すること。 

 ４ 調理器具の洗浄、消毒は確実に 

    煮沸消毒や次亜塩素酸ナトリウムで消毒し、二次感染を防ぎましょう。 

５ 日々の生活で 

身の周りで感染があるときは、食べ残しには直接触れないで、手袋を着用する

など、自分自身がノロウイルスに感染しないよう心がけましょう。 

 

 
福井県健康福祉部 医薬食品・衛生課  

TEL 0776-20-0354 FAX 0776-20-0643 

 e-mail iyakushokuei@pref.fukui.lg.jp 

ノロウイルスの感染力は強力です！ 

○ ほんのわずかなウイルスで、人から人へ広がります。 

○ 感染者の便 0.1g に数百万の人に感染させるくらいのウイルスが含まれるこ
ともあります。 

○ 体の外に出た後も、その威力はなかなか衰えません。 
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 ｢熱中症｣は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分
のバランスが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもっ
た状態を指します。屋外だけでなく室内で何もしていないときでも発症し、
救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあります。 
 熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気をつけるとともに、
周囲にも気を配り、熱中症による健康被害を防ぎましょう。 

熱中症の症状 
 ○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い  
 ○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う 
 重症になると、 
 ○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い 

熱中症予防のために 

 厚生労働省 熱中症 検索 

厚生労働省 

 詳しくは、厚生労働省ホームページ「熱中症関連情報」を 
 ご覧ください。 

  室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、 
  こまめに水分・塩分、経口補水液※などを補給する 
   ※ 水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの 

※WBGT値：気温、湿度、輻射（放射）熱から算出される暑さの指数 
      運動や作業の度合いに応じた基準値が定められています。 
      環境省のホームページ（熱中症予防情報サイト）に、観測値と予想値が掲載されています。 

室内では・・・ 
  扇風機やエアコンで温度を調節 
  遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用 
    室温をこまめに確認 
  WBGT値※も参考に 

外出時には・・・ 
    日傘や帽子の着用 
    日陰の利用、こまめな休憩  
    天気のよい日は、日中の外出を 
  できるだけ控える 

からだの蓄熱を避けるために 
     通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する  
     保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす 

暑さを避ける 

こまめに水分を補給する 

user
テキストボックス
（４）熱中症の予防と対処法（厚生労働省発行資料）
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 熱中症についての情報はこちら 

熱中症が疑われる人を見かけたら 

 

 エアコンが効いている室内や風通しのよい日陰など、涼しい場所へ避難させる 

 

 衣服をゆるめ、からだを冷やす 

（特に、首の回り、脇の下、足の付け根など） 

 

 水分・塩分、経口補水液※などを補給する 
  ※ 水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの 

涼しい場所へ 

からだを冷やす 

水分補給 

自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょう！ 

＜ご注意＞ 
 

   暑さの感じ方は、人によって異なります 
    その日の体調や暑さに対する慣れなどが影響します。体調の変化に気をつけましょう。 
 

   高齢者や子ども、障害者・障害児は、特に注意が必要です 
   ・熱中症患者のおよそ半数は65歳以上の高齢者です。高齢者は暑さや水分不足に対する 
        感覚機能が低下しており、暑さに対するからだの調整機能も低下しているので、注意が 
    必要です。 
 

   ・子どもは体温の調節能力がまだ十分に発達していないので、気を配る必要があります。 
 

   ・のどの渇きを感じていなくても、こまめに水分補給しましょう。暑さを感じなくても 
        室温や外気温を測定し、扇風機やエアコンを使って温度調整するよう心がけましょう。 
 

   節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようご注意ください 
    気温や湿度の高い日には、無理な節電はせず、適度に扇風機やエアコンを使いましょう。 

 ▷ 厚生労働省 
    熱中症関連情報［施策紹介、熱中症予防リーフレット、熱中症診療ガイドラインなど］ 
          http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/ 
   「健康のため水を飲もう」推進運動 

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/nomou/ 
 

    STOP！熱中症 クールワークキャンペーン［職場における熱中症予防対策］ 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html 

 

 ▷ 環境省 
 熱中症予防情報［暑さ指数（WBGT）予報、熱中症環境保健マニュアル、熱中症予防リーフレットなど］ 

  http://www.wbgt.env.go.jp/  
  

 ▷ 気象庁 
     熱中症から身を守るために［気温の予測情報、天気予報など］ 

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html 
 

     異常天候早期警戒情報 
http://www.jma.go.jp/jp/soukei/ 

 

 ▷ 消防庁 
       熱中症情報［熱中症による救急搬送の状況など］ 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/nomou/
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/nomou/
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/nomou/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html
http://www.wbgt.env.go.jp/
http://www.wbgt.env.go.jp/
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html
http://www.jma.go.jp/jp/soukei/
http://www.jma.go.jp/jp/soukei/
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_2.html
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風水害風水害ってどんなものがあるの？ってどんなものがあるの？

　　　　　　　　台風は大雨や強風などにより、大きな被
　　　　　　　　害をもたらすことがあります。
台風が日本に近づくと、気象庁が台風の進路や暴風警戒域
などの情報を発信しますので、テレビやラジオに耳を傾け、
早めに対策を行いましょう。

台風

台

低
低

高

高

集中豪雨は、短時間のうちに狭い地域に大量の雨が降る現象です。梅雨の終わり
ごろ、活発な梅雨前線によってもたらされることが多く、河川の氾濫や土砂崩れ、
がけ崩れなど大きな被害がもたらされます。河川が急に増水、氾濫するおそれが
あるので、河川には近づかないようにしましょう。

集中
豪雨

一乗地区 （写真提供 福井新聞社） 足羽川幸橋

【 平成 16 年 7 月福井豪雨 】

美山地区

竜巻 竜巻は台風や寒冷前線、低気圧などにともなって、季節を問わず発生しています
が、特に積乱雲が発達しやすい台風シーズンの 9月、１０月に竜巻の発生確認数
が多くなっています。

　空の様子に注意し、ただちに安全な場所へ避難しましょう。

家の 1 階の窓のない部屋に移動する。

丈夫な机やテーブルの下に入るなど、

身を小さくして頭を守る。

■
■

頑丈な建物の中や物陰に入って、

身を小さくする。

電柱や太い樹木であっても倒壊する

ことがあるので離れる。

■

■

「竜巻注意情報」 が発表されたら

すぐに身を守るための行動をとってください！
屋内では

屋外では

竜巻が間近に迫ったら…

2 台風が来る前に外片付けとかな風で飛んでちゃがちゃがになってまうざ

user
テキストボックス
（５）災害発生時の対応について（福井市危機管理室発行資料とり抜粋） 
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土砂
災害

土砂災害の発生するおそれがある区域は、土砂災害警戒区域に指定されています。
事前に自分が住んでいる場所や地域の危険性を確認し、土砂災害のおそれがある
場合は早めに避難しましょう。

国見地区（平成 24年 2月、土砂災害）

①
②
③

風水害の心得３か条
住んでいる地域の危険性を確認する
土砂災害警戒情報などの気象情報に注意する
早めの避難を心がける

地鳴り・山鳴りがする
流水などの水が濁る
小石が落ちてきたり、樹木が傾く

■
■
■

こんな前ぶれに要注意！

　土砂災害警戒情報とは、土砂災害発生の危険度が非常に高まったときに、都道府県と気象台
が共同で発表する防災情報です。 

土砂災害警戒情報土砂災害警戒情報

玄関先や歩道の雪かきをしよう
屋根雪の落下に気をつけ、屋根の雪おろし作業は一人で行わない
除雪作業に支障をきたす路上駐車はしない

①
②
③

雪国の心得３か条

雪害 福井市は豪雪地帯に指定されている降雪の
多い地域です。道路の交通障害や除雪作業
に注意しましょう。

「福井市洪水ハザードマップ」

「福井市浸水ハザードマップ」

「福井県土砂災害警戒区域等管理システム」

自分の住んでいる地域の危険性を知っておきましょう

検索

調べてみよう！

3土砂災害が起きそうやったら安全なところまではよ避難しなあかんざ

災
害
を
知
ろ
う
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の避難はどうすればいいの？の避難はどうすればいいの？風水害風水害

避難の流れ

『いざ』というとき、あわてず行動できるようイメージしてみましょう。

風水害は、災害発生までに気象情報により、ある程度予測が可能です。
テレビ・ラジオから情報収集し、避難情報（避難勧告等）に注意して
ください。

福井市から避難勧告等が発令されたとき自主避難

周囲の状況を確認をする

避難所へ向かう方が危険安全を確認したら

自宅や近くの建物の２階などに避難

※安全な所で救助を待ちます。

公民館（避難所）へ避難

避
難
情
報
が

出
て
い
な
く
て
も

危
険
を
感
じ
た
ら

避
難
し
よ
う

避難に関する情報

災害情報はテレビ、ラジオなどを通じて市民のみなさんに伝えられます。（１８ページ参照）

避難場所、避難ルートを事前に確認しましょう。

避難準備情報

避 難 勧 告

避 難 指 示

避難の準備を整え、ラジオやテレビの情報に十分注意してください。

避難に時間を要する方は避難行動を開始してください。

避難行動を開始してください。

危険が迫っています。一刻も早く避難行動を完了してください。

避難の準備を始めましょう

直ちに避難して下さい !!

避難を始めましょう

4
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早めの避難が
大原則

ガスなどの火元を確認
　ガスの元栓をしめ、

電気のブレーカーを

落とし、戸締りをし

て避難しましょう。

１

避難するときは、子どもや高齢者からは目を離さず、手を引くなどの手助けを忘れず、安全に避難
しましょう。

避難の連絡
　家族・親戚や知人などに避難先を連絡しておきま

しょう。

2 安全かつ速やかに避難
　早めの避難を心がけましょう。

3

運動靴で避難
　避難には運動靴が最適です。長ぐつは浸水が深い

と中に水がたまるので動きにくくなります。素足で

は危険物を踏むおそれがあります。

４ 子どもや高齢者を安全に避難
　高齢者、身体の不自由な方は背負うなどして、

一緒に避難しましょう。

５

地下に注意
　大雨のときは、地下道や地下街は浸水の危険性が

高まります。

６ 逃げ遅れたら上へ避難
　避難が危険なときは無理をせず、上の階へ避難し

て救助を待つか、水がひくのを待ちましょう。

7

公民館に

避難するわ

5雨風がひっでかったら無理に外でんと家の２階にあがんねの

災
害
を
知
ろ
う
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の避難はどうすればいいの？の避難はどうすればいいの？地震地震

地震発生時の基本行動と避難の流れ

『いざ』というとき、あわてず行動できるようイメージしてみましょう。

３～５分

１～３分

地震
発生

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れる

あわてて外に飛び出さない

（緊急地震速報についての詳細は 16ページ参照）

緊急地震速報を受信したら

落ち着いて、自分の身を守る

脱出口を確保する

ガラスや落下物に注意する

揺れがおさまったら、火の始末をする

家族の安全を確認する

散乱したガラスでケガをしないように靴

をはき、逃げる準備をする

非常持出品を持ってくる

隣近所の安全を確認する

ラジオなどで情報を確認する

安全を確認し、公園などの一時避難場所へ避難

自治会の皆さんで集まって自主防災組織が中心となり、安否や被害を確認

小学校（避難所）へ避難

住宅の倒壊などで避難が必要な場合は

小学校施設が被災していて危険な

場合や避難スペースがない場合は、

中学校やその他市指定の公共施設

に避難

地震のとき、公民館は防災関係機関の活動拠点と
して利用するため、避難所としては開設しません。

6
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日ごろからイメージ
しておこう！

屋外にいたら
●ブロック塀や自動販売機から離れ、看板

　などの落下物に注意しましょう。

●すべての階のボタンを

　押し、最初に停止した

　階で降り、階段を使い

　避難しましょう。

●閉じ込められたときは

　非常ボタンを押し続け、

　非常用電話で救助を求

　めましょう。

１ エレベーターの中にいたら2

地震は、いつどこで起こるかわかりません。自宅以外の建物や
屋外で地震にあったときは、揺れがおさまってから避難や救助
活動、自宅へ向かうなど冷静な行動をしましょう。

学校にいたら
●市内の公立小中学校では原則、震度５強以上で児童生徒は

　学校待機とし、安全確認後、保護者の迎えにより下校させ

　ます。

●引渡しの手順などについては各学校の防災マニュアル等に

　従ってください。

3

車を運転していたら
●ハンドルをしっかり握りしめ、少しずつスピードを落とし

　て道路のわきに止め、エンジンを切りましょう。

●揺れがおさまるまで車外に出ず、カーラジオで地震情報を

　確認しましょう。

●車を離れるときはキーをつけたまま（通行の妨げになった

　ときに移動させるため）にし、ドアロックもしないでおき

　ましょう。

●車検証などの貴重品は携帯しましょう。

4

海岸部にいたら
●地震による揺れを感じたり、津波警報などの情報を得たり

　したときは、自分の身を守ることを最優先に考え、急いで

　避難することを心がけましょう。

●逃げるときは海岸からより遠くではなく、より高いところ

　への避難を心がけましょう。

5
津波避難場所

海抜23ｍ
津波に注意

7いつおとろしい地震くるか分からんでの

災
害
を
知
ろ
う
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の避難はどうすればいいの？の避難はどうすればいいの？津波津波

津波の心得 か条３３

　地震による揺れを感じたときは、直ちに海岸から離れ、高台などの

安全なところに避難すること。

　テレビ・ラジオなどの情報を待っていると避難に間に合わないこと

があるので、まず安全なところに避難してから情報を確認すること。

地震が起きたら、

まず避難する１

　津波は繰り返し襲ってくるので、津波警報・注意報が解除されるま

では安全なところにとどまること。
津波は繰り返し

襲ってくる
２

３
　車による避難は渋滞を引き起こし、一刻を争う津波からの避難には

危険なため、徒歩で避難すること。ただし、地域によっては車による

避難が有効な場合もあるため、あらかじめ地域で取り決めを行ってお

くこと。

避難は徒歩でする

避難所や避難場所にこだわらず、

まずは海岸からより　　　ところへ！！高い高い

津波警報・注意報の分類

津波注意報

津波警報

大津波警報

津波予報

1ｍ
（20cm≦高さ≦１ｍ）

3ｍ
（１ｍ＜高さ≦３ｍ）

５ｍ
（３ｍ＜高さ≦５ｍ）

10ｍ
（５ｍ＜高さ≦10ｍ）

10ｍ超
（10ｍ＜高さ）

若干の海面変動
津波無し

木造家屋が全壊・流失し、人は津波

による流れに巻き込まれる。

標高の低いところでは津波が襲い、

浸水被害が発生する。人は津波に

よる流れに巻き込まれる。

海の中では人は速い流れに巻き込ま

れる。養殖いかだが流失し小型船舶

が転覆する。

巨大

高い

（表記しない）

（表記しない）

数値での発表
（発表基準）

表現

予想される津波の高さ

想定される被害種　類

8 福井市の最大津波高予測は６.８７ｍやって！！
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福井市津波ハザードマップを
活用しよう

　津波ハザードマップには、津波が

発生した場合に予想される浸水区域

や避難場所・避難路などが掲載され

ています。

津波避難標示板に従って避難

地震の対応
身の安全の確保、火の始末

津波避難場所へ避難

情報収集・安否確認
テレビ・ラジオ、防災メールなど

自宅が

自宅が

安全安全

危険危険 警報などの解除

帰宅収容避難所へ移動

地震発生

津波避難の流れ

津波警報（提供 ＮＨＫ）

調べてみよう！

検索福井市津波ハザードマップ

　津波発生時の避難に役立てるため、海沿い
の地区には津波避難標示板を設置しています。
津波から避難するときの参考になるのはもち
ろん、平常時から身近な地域の海抜を知るこ
とができます。
　いざというときに的確な判断で避難できる
よう、近くの津波避難標示板をチェックして
おきましょう。

津波避難標示板

津波避難標示板

9海に遊びに行ってるときに津波くるかも知れんのやで、ちゃんと覚えておかなあかんの

災
害
を
知
ろ
う
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本マニュアルは、平成 29年度 農林水産省 農山漁村振興交付金 農泊推進対策の補助を

受け作成いたしました。 
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